
「慰安婦」問題とジェンダー平等ゼミナール 第 40 回ゼミナール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 2025 年９月 14 日（日） 13 時半開会 16 時半閉会 

会 場 大阪ドーンセンター大会議室 
    大阪市中央区大手前 1丁目 3番 49 号 

 【アクセス】 

・京阪「天満橋」駅、Osaka Metro（旧大阪市

営地下鉄）谷町線「天満橋」駅 ①番出入口

から東へ約 350m。 

 ・ＪＲ東西線「大阪城北詰」駅 ②号出口より

土佐堀通り沿いに西へ約 550m。 

 ・大阪シティバス「京阪東口」からすぐ 

 

ZOOM 併用 短縮 URL https://x.gd/CKuHy 

   ミーティング ID:854 2772 6687 

   パスコード:811992 

参加費 ７００円（学生５００円） 

（当日の連絡先 棚橋） 

主催：「慰安婦」問題とジェンダー平等ゼミナール 

    代表：吉川春子 住所：175-0082 東京都板橋区高島平 1-36-4 棚橋昌代気付 

            電話：090-4227-7478（棚橋） 

 

 

 

 1990 年弁護士登録、大阪の

女性 共同法律事務所所属。

NPO ヒューマンライツ・ナウ

理事。DV、性暴力、セクシュ

アルハラスメントなど女性に

対する暴力事件を扱い、性暴

力救援センター・大阪（通称 

SACHICO）などの活動に関わ

っている。 

 

 
戦後 80 年、国際社会は、人権の尊重と平和のために、個

人の尊厳が確保される社会を目指して、女性差別撤廃委

員会の取り組みなど、さまざまな努力を積み重ねてきていま

すが、日本の社会はどうでしょう。日本では、ようやく 2023

年７月に刑法の性犯罪規定に「不同意」を盛り込んだ法改

正が行われましたが、性暴力被害者支援の現状は、どのよ

うになっているのでしょうか。性暴力を根絶し、ジェンダー平

等社会を実現するために、いま何が求められているのか、と

もに考えてみたいと思います。 
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性暴力被害への支援の現状と課題  

～性刑法改正を踏まえて～ 
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